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市税
47億2,000万円
（17.6％）

総務費
45億1,902万円
（17.5％）

土木費
30億3,774万円
（11.8％）

民生費
52億4,971万円
（20.3％）

衛生費
26億

5,176万円
（10.3％）

農林水産業費
16億8,265万円
（6.5％）

商工費
13億7,788万円
（5.3％）

教育費
32億1,035万円
（12.4％）

公債費
29億2,249万円
（11.3％）

財産収入など
16億7,506万円
（6.3%）

市債
25億6,112万円
（9.5%）県支出金

16億3,933万円
（6.1%）

国庫支出金
36億

9,025万円
（13.7%）

地方交付税
110億1,627万円
（41.0％）

歳　入
268億4,510万円

歳　出
258億4,963万円

分担金及び負担金
2億130万円
（0.7%）

地方譲与税など
10億5,574万円
（4.0％）

使用料及び手数料
2億8,603万円
（1.1％）

依存財源（74.3％）

自主財源（25.7％）

消防費など
議会費、労働費
災害復旧費含む
11億9,803万円
（4.6％）

（ （

22年度一般会計の決算状況

平
成
22
年
度
の
お
金
は

こ
の
よ
う
に
使
わ
れ
ま
し
た

平成22年度

 決 算

平
成
22
年
度
の
決
算
が
、
12
月
定
例
市

議
会
で
認
定
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
内
容
に
つ

い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。
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い
る
ほ
か
、
基
金
繰
入
金
及
び
繰
越
明
許

費
が
減
少
し
た
こ
と
に
よ
り
９
億
７
０
６

８
万
円（
５６
・
７
％
）の
減
と
な
っ
て
い
る

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

依
存
財
源
は
、
前
年
度
と
比
較
し
て
１９

億
７
９
７
７
万
円（
１１
・
０
％
）の
増
と
な

っ
て
い
ま
す
。

こ
の
主
な
要
因
は
子
ど
も
手
当
交
付

金
、
地
域
活
性
化
各
種
交
付
金
等
の
国
庫

支
出
金
や
地
方
特
例
交
付
金
が
増
加
し
た

こ
と
に
よ
る
も
の
で
、
前
年
度
と
比
較
し

て
１４
億
１
６
３
２
万
円（
５９
・
６
％
）の
増

と
な
っ
て
い
ま
す
。

歳
出
に
お
い
て
最
も
大
き
い
も
の
は
、

高
齢
者
福
祉
、
児
童
福
祉
や
生
活
保
護
な

ど
に
使
わ
れ
る
民
生
費
で
す
が
前
年
度
と

比
較
し
て
、
５
億
２
１
７
８
万
円（
１１
・

０
％
）の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

一
方
、
消
防
・
救
急
活
動
や
消
防
施
設

等
の
整
備
に
使
わ
れ
る
消
防
費
は
１
億
２

４
４
万
円（
１０
・
３
％
）の
減
と
な
っ
て
お

り
、
市
が
学
校
建
設
、
道
路
改
良
、
上
・

下
水
道
の
整
備
な
ど
の
た
め
に
借
り
入
れ

平
成
２２
年
度
に
お
け
る
一
般
会
計
の
決

算
額
は
、
歳
入
が
２
６
８
億
４
５
１
０
万

円（
収
納
率
９５
・
６
％
）、
歳
出
が
２
５
８

億
４
９
６
３
万
円（
執
行
率
９３
・
４
％)

と

な
り
、
歳
入
歳
出
差
し
引
き
で
は
９
億
９

５
４
７
万
円
の
黒
字
と
な
り
ま
し
た
が
、

翌
年
度
へ
繰
り
越
す
べ
き
財
源
１
億
２
５

２
６
万
円
を
控
除
し
た
実
質
収
支
残
額

は
、
８
億
７
０
２
１
万
円
で
し
た
。

歳
入
は
、
市
税
や
使
用
料
及
び
手
数
料

な
ど
自
治
体
自
ら
が
集
め
る
お
金｢

自
主

財
源｣

と
、
地
方
交
付
税
や
市
債
な
ど
国
、

県
か
ら
交
付
さ
れ
る
お
金｢

依
存
財
源｣

に

分
か
れ
て
い
ま
す
。

自
主
財
源
は
、
前
年
度
と
比
較
し
て
１２

億
８
１
９
４
万
円（
１５
・
７
％
）の
減
と
な

っ
て
い
ま
す
。
こ
の
主
な
要
因
は
指
定
管

理
者
の
利
用
料
金
制
度
導
入
に
よ
り
使
用

料
が
減
少
し
た
こ
と
な
ど
に
よ
り
１
億
２

７
０
８
万
円（
３０
・
８
％
）の
減
と
な
っ
て

暮
ら
し
に
身
近
な
一
般
会
計
は

９
億
９
５
４
７
万
円
の
黒
字
決
算

一
般
会
計
決
算
〔
歳
入
〕
の
概
要

一
般
会
計
決
算
〔
歳
出
〕
の
概
要



た
お
金
を
返
済
す
る
た
め
の
公
債
費
も
１

億
４
７
２
５
万
円（
４
・
８
％
）の
減
と
な

っ
て
い
ま
す
。

※
２２
年
度
一
般
会
計
『
主
な
事
業
の
決
算

額
』
は
、④
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。

◆
実
質
公
債
費
比
率

１７
・
４
％

市
税
や
地
方
交
付
税
等
の
一
般
財
源
の

う
ち
、
ど
れ
だ
け
借
入
金
返
済
に
回
さ
れ

た
か
を
表
す
指
標
で
、
市
の
全
会
計
及
び

一
部
事
務
組
合
な
ど
の
会
計
も
対
象
と
な

り
ま
す
。
１８
％
以
上
に
な
る
と
地
方
債
の

発
行
に
国
の
許
可
が
必
要
と
な
り
、
２５
％

を
超
え
る
と
単
独
事
業
の
地
方
債
の
発
行

が
認
め
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
。

◆
経
常
収
支
比
率

８２
・
６
％

経
常
的
な
一
般
財
源
に
対
し
て
、
経
常

的
経
費（
公
債
費
や
扶
助
費
、
人
件
費
な

ど
）が
ど
の
く
ら
い
か
を
表
し
た
も
の
で
、

数
値
が
高
い
ほ
ど
財
政
的
に
弾
力
性
が
な

い
こ
と
を
意
味
し
ま
す
。
一
般
的
に
７０
％

か
ら
８０
％
程
度
が
望
ま
し
い
と
さ
れ
て
い

ま
す
。

◆
財
政
力
指
数

０
・
３
９
０

財
政
力
の
強
弱
を
示
す
も
の
で
あ
り
、

一
般
財
源
の
必
要
額
に
対
し
て
市
税
等
の

一
般
財
源
収
入
額
が
ど
の
程
度
確
保
さ
れ

て
い
る
か
を
測
る
も
の
で
、
指
数
が
高
い

ほ
ど
財
政
的
に
裕
福
な
団
体
と
な
り
ま

す
。

２２
年
度
の
財
政
指
標

主
な   

財

政

用

語

一
般
会
計
…
地
方
公
共
団
体
の
会
計
の
中
心
を

な
す
会
計
で
、
行
政
運
営
の
基
本
的
な
経
費
全

般
を
計
上
す
る
会
計
で
す
。

特
別
会
計
…
特
別
会
計
は
一
般
会
計
に
対
し
、

特
定
の
目
的
の
歳
入
歳
出
に
つ
い
て
経
理
す
る

た
め
、
条
例
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
会
計
で
す
。

使
用
料
及
び
手
数
料
…
使
用
料
は
、
市
が
有
す

る
行
政
財
産
や
公
の
施
設
を
使
用
さ
せ
た
場
合

に
そ
の
使
用
さ
れ
た
方
か
ら
納
め
て
い
た
だ
く

も
の
で
す（
公
営
住
宅
使
用
料
な
ど
）。
手
数
料

は
、
市
が
特
定
の
方
の
た
め
に
行
う
業
務
に
対

し
納
め
て
い
た
だ
く
も
の
で
す（
各
種
証
明
手

数
料
な
ど
）。

財
産
収
入
…
市
が
有
す
る
財
産
を
貸
し
た
り
売

却
し
た
り
し
た
場
合
な
ど
に
生
じ
る
現
金
収
入

を
い
い
ま
す
。

地
方
譲
与
税
…
国
の
税
金
の
一
部
が
一
定
の
基

準
に
よ
り
市
に
譲
与
さ
れ
る
税
金
を
い
い
、
自

動
車
重
量
譲
与
税
や
地
方
道
路
譲
与
税
が
こ
れ

に
該
当
し
ま
す
。

地
方
交
付
税
…
地
方
自
治
体
間
の
財
源
の
不
均

衡
を
是
正
し
、
す
べ
て
の
地
方
公
共
団
体
が
合

理
的
か
つ
妥
当
な
水
準
の
行
政
を
行
う
の
に
必

要
な
財
源
を
保
証
す
る
目
的
で
、
国
が
徴
収
す

る
税
金
の
中
か
ら
市
の
財
政
需
要
に
応
じ
て
国

か
ら
交
付
さ
れ
る
も
の
で
す
。。

国
・
県
支
出
金
…
国
、
県
の
事
務
、
事
業
を
行

っ
た
場
合
や
社
会
資
本
の
た
め
の
事
業
な
ど
特

定
の
目
的
の
財
源
と
し
て
、
国
や
県
か
ら
交
付

さ
れ
る
補
助
金
な
ど
が
こ
れ
に
該
当
し
ま
す
。

市
債
…
学
校
建
設
、
道
路
の
整
備
、
上･

下
水

道
の
整
備
な
ど
の
た
め
、
県
知
事
の
許
可
を
受

け
て
政
府
資
金
や
金
融
機
関
か
ら
借
り
入
れ

し
、
長
期
に
わ
た
り
返
済
し
て
い
く
も
の
で
す
。

特別会計名
収 入 済 額

支 出 済 額

国民健康保険事業
56億9,773万円
55億9,418万円

老人保健事業
422万円
359万円

後期高齢者医療事業
4億9,982万円
4億9,900万円

介護保険事業
39億491万円
38億3,580万円

公有林整備事業
1,256万円
1,256万円

喜多方西部土地区画整理事業
1億3,362万円
1億3,362万円

塩川駅西土地区画整理事業
1億3,536万円
1億3,536万円

農業集落排水事業
1億9,757万円
1億9,757万円

下水道事業
13億8,130万円
13億8,130万円

山都簡易水道事業等
3億1,520万円
3億1,520万円

高郷簡易水道事業
9,593万円
9,593万円

駒形財産区
961万円
22万円

一ノ木財産区
4,306万円
67万円

早稲谷財産区
2,176万円
41万円

22年度特別会計の決算状況 1人当たり･1世帯当たりの市税負担額と
市民サービスはどうなっているの？

※平成23年3月31日現在の住民基本台帳人口・世帯数
◆人口：52,948人　◆世帯数：18,456世帯

※歳出決算額を目的別に分類し、1人当たりの額を算出

【市税負担（皆さんから負担いただいたお金）】
⇒1人当たり（市税÷人口）　　　 89,144円
⇒1世帯当たり（市税÷世帯数）　 255,743円
【市民サービス（皆さんのために使われたお金）】
⇒1人当たり（歳出決算額÷人口）　　　  488,208円
⇒1世帯当たり（歳出決算額÷世帯数） 1,400,609円
市民サービスをもっと詳しくみてみると

総務費

85,348円

民生費

99,149円

衛生費

50,082円

農林水
産業費
31,779円

商工費

26,023円

土木費

57,372円

教育費

60,632円

公債費

55,196円

その他 22,627円
消防費、議会費、
労働費、災害復旧費

平成22年度 決 決 決 算

　広報きたかた　2012.2◯　◯◯
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総務費
地域情報通信基盤経費 4億5,650万円
電子計算機管理経費 2億8,860万円
合併特例区経費 6,702万円
交通政策経費 6,282万円
民生費
障がい者福祉援護経費 4億6,356万円
高齢者福祉施設管理経費 1億4,943万円
社会福祉施設補助経費 8,395万円
老人保護措置経費 9,567万円
高齢者生産活動経費 2,410万円
子ども手当支給経費 8億328万円
保育所運営委託経費 3億2,342万円
児童手当支給経費 6,596万円
児童扶養手当支給経費 1億9,195万円
保育所管理運営経費 2億1,729万円
児童館管理運営経費 1億2,177万円
生活保護給付費 7億6,777万円
衛生費
地域･家庭医療ｾﾝﾀｰ整備事業費 1億668万円
予防経費 1億278万円
健康増進経費 7,930万円
乳幼児医療給付費 8,301万円
母子保健経費 4,068万円
浄化槽設置整備経費 2,818万円
塵芥処理経費 6億6,652万円
労働費
雇用促進対策経費 2,771万円
農林水産業費
農業振興対策経費 8,531万円
農地･水･環境保全向上活動支援経費 2,776万円
中山間地域等対策経費 2億95万円
畜産振興対策経費 723万円
国営会津北部地区土地改良事業負担金 5億5,478万円
林業施設整備事業費 5,687万円
森林環境交付金事業費 573万円

問 財政課財政班☎(24)5213

◆主な事業の決算額

２２年度一般会計『主な事業の決算額』を紹介します。

（各項目は予算事業名）
商工費
商工業振興対策経費 1,240万円
中小企業振興対策経費 6億4,488万円
観光振興諸費 7,967万円
観光施設管理経費 9,508万円
保養施設管理経費 1億6,336万円
地場産業力強化支援事業費 4,089万円
土木費
雪寒施設整備事業費 5,728万円
道路橋梁維持経費 1億7,169万円
交通安全施設整備事業費 1,188万円
除雪経費 4億7,681万円
幸町沿道整備街路事業費 1億5,355万円
道路改良事業費 1億7,882万円
土地区画整理事業費 2億6,870万円
坂井・四ツ谷線街路事業費 2億3,334万円
千苅中道上・二本杉線街路事業費 1億2,095万円
公園管理経費 4,458万円
公営住宅管理経費 4,419万円
公営住宅改修事業費 2,334万円
消防費
消防団運営経費 1億1,294万円
消防施設整備事業費 2,523万円
防災対策経費 3,075万円
教育費
英語指導外国青年招致経費 2,495万円
小学校管理経費 5億571万円
中学校管理経費 2億6,648万円
生涯学習施設管理経費 3,883万円
喜多方ﾌﾟﾗｻﾞ整備事業費 5億3,194万円
美術館運営経費 5,693万円
地区公民館運営経費 7,741万円
埋蔵文化財発掘調査経費 1,270万円
市民プール管理経費 1,765万円
学校給食経費 1億5,142万円
図書館運営経費 7,069万円
体育館管理経費 6,690万円
漕艇場管理経費 4,029万円問 問
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○
塩
川
町
老
朽
石
綿
管
布
設
替
工
事

…
２
億
４
７
１
万
円

○
押
切
地
内
配
水
管
布
設
工
事
外
拡
張
工

事

…
２
７
４
２
万
円

○
公
共
下
水
道
関
連
布
設
替
工
事

…
５
４
１
５
万
円

○
喜
多
方
停
車
場
線
配
水
管
布
設
替
工
事

…
２
１
７
２
万
円

水
道
課
業
務
班
☎（
２２
）１
５
０
７

収
益
的
収
支

収
益
的
収
支
は
、
水
道
水
を
つ
く
り
家

庭
に
お
届
け
す
る
た
め
の
経
費
で
、
収
入

総
額
が
９
億
２
８
０
３
万
円（
税
込
）、
費

用
総
額
が
７
億
８
３
６
１
万
円（
税
込
）と

な
り
ま
し
た
。

損
益
計
算（
税
抜
）に
お
い
て
当
年
度
純

22
年
度
水
道
事
業
（
公
営
企
業
）
の
決
算
状
況

問問

利
益
は
１
億
２
６
６
０
万
円
と
な
り
ま
し

た
が
、
減
債
積
立
金
と
建
設
改
良
積
立
金

に
積
み
立
て
ま
し
た
。

資
本
的
収
支

資
本
的
収
支
は
、
施
設
の
整
備
や
水
道

管
の
布
設
工
事
な
ど
の
経
費
で
、
収
入
総

額
が
１
億
５
１
６
６
万
円（
税
込
）、
支
出

総
額
が
７
億
７
１
６
３
万
円（
税
込
）と
な

り
、収
入
不
足
額
６
億
１
９
９
７
万
円
は
、

過
年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
な
ど
で
補

て
ん
し
ま
し
た
。

○
熊
倉
町
本
林
地
内
外
拡
張
工
事

…
９
７
３
６
万
円

区　　　分 決算額（税込）
水道事業収益 9億2,803万円
営 業 収 益 9億1,016万円
営業外収益 1,778万円
特 別 利 益 9万円

区　　　分 決算額（税込）
資本的収入 1億5,166万円
出　資　金 7,890万円
補　助　金 2,500万円
負　担　金 4,741万円
繰　入　金 35万円

営 業 収 益 8億6,696万円 営 業 費 用 6億8,290万円
　給水収益 8億4,595万円 原水および浄水費 1億1,583万円
その他の営業収益 2,101万円 配水および給水費 6,341万円
営 業 外 収 益 1,774万円 　総係費 1億3,456万円
　他会計補助金 1,262万円 　減価償却費 3億4,443万円
受取利息及び配当金 264万円 　資産減耗費 2,467万円
　雑収益 84万円 営 業 外 費 用 7,433万円

　他会計繰入金 164万円 支払利息および
企業債取扱諸費 7,426万円

　雑支出 7万円
特 別 利 益 9万円 特 別 損 失 96万円
過年度損益修正益 9万円 過年度損益修正損 96万円
収 入 合 計 8億8,479万円 支 出 合 計 7億5,819万円

資 産 の 部 負 債 の 部
固 定 資 産 130億6,913万円 固 定 負 債 661万円
　有形固定資産 116億9,469万円 引 当 金 661万円
無形固定資産 13億7,444万円 流 動 負 債 6,468万円
流 動 資 産 14億9,943万円 未 払 金 2,012万円
現 金 預 金 13億8,528万円 預 り 金 4,456万円
未 収 金 9,495万円 負 債 合 計 7,129万円
貯 蔵 品 1,464万円 資 本 の 部
前 払 金 456万円 資 本 金 85億1,160万円

自己資本金 55億1,315万円
借入資本金 29億9,845万円

　 剰 余 金 59億8,567万円
資本剰余金 58億5,907万円
利益剰余金 1億2,660万円

　 　 資 本 合 計 144億9,727万円
資 産 合 計 145億6,856万円 負債資本合計 145億6,856万円

区　　　分 決算額（税込）
水道事業費用 7億8,361万円
営 業 費 用 6億9,242万円
営業外費用 9,018万円
特 別 損 失 101万円

区　　　分 決算額（税込）
資本的支出 7億7,163万円
拡張工事費 1億3,155万円
建設改良費 3億2,345万円
企業債償還金 3億1,663万円

収益的収支
【収入】

資本的収支
【収入】

◆損益計算書

◆貸借対照表

【支出】

【支出】

《給水状況》
○給 水 件 数…14,577件　　　　○給水人口…39,745人
○年間配水量…4,885,667㎥　　○有収水量…3,887,214㎥
○有　収　率…79.6％

○当年度純利益…1億2,660万円
○当年度未処分利益剰余金…1億2,660万円
（利益剰余金処分額…減債積立金640万円、建設改良積立金1億2,020万円）

２２
年
度
の
主
な
建
設･

改
良
工
事

（
税
込
）
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平
成
２４
年
成
人
式
が
１
月
８
日
、
新
成

人
約
５
５
０
人
が
出
席
し
て
、
喜
多
方
プ

ラ
ザ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

式
に
先
立
ち
、
市
内
各
中
学
校
の
卒
業

ア
ル
バ
ム
の
中
か
ら
編
集
し
た
ス
ラ
イ
ド

が
上
映
さ
れ
、
懐
か
し
い
思
い
出
の
写
真

が
映
し
出
さ
れ
る
た
び
に
、
大
き
な
歓
声

が
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

式
で
は
、
山
口
信
也
市
長
か
ら
「
ふ
る

さ
と
を
愛
し
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
た
く
さ

ん
の
人
と
の
結
び
つ
き
を
大
切
に
し
、
未

来
を
切
り
拓
い
て
ほ
し
い
」
と
の
式
辞
に

続
き
、
新
成
人
の
代
表
５
人
に
成
人
証
書

が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

来
賓
を
代
表
し
て
佐
藤
昭
大
市
議
会
議

長
か
ら
お
祝
い
の
言
葉
が
贈
ら
れ
た
あ

と
、
喜
多
方
市
立
第
二
小
学
校
６
年
の
伊

豆
野
達
哉
く
ん
と
齋
藤
優
望
さ
ん
の
２
人

か
ら
「
ふ
る
さ
と
喜
多
方
を
未
来
に
羽
ば

た
く
素
晴
ら
し
い
ま
ち
に
し
て
く
だ
さ

い
」
と
、
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
が
贈
ら

れ
ま
し
た
。

続
い
て
、
３
人
の
新
成
人
が
決
意
や
夢

を
堂
々
と
主
張
発
表
し
ま
し
た
。

最
後
に
、
新
成
人
を
代
表
し
て
佐
藤
健

さ
ん
が
「
今
ま
で
の
経
験
を
踏
ま
え
て
、

未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
頼
れ
る
よ
う

な
大
人
に
な
れ
る
よ
う
努
力
し
、
前
を
向

い
て
、
今
を
精
一
杯
生
き
て
い
く
こ
と
を

誓
い
ま
す
」
と
二
十
歳
の
誓
い
を
述
べ
ま

し
た
。

※
式
に
欠
席
さ
れ
た
方
の
成
人
証
書
を
お

渡
し
し
ま
す
。

生
涯
学
習
課
生
涯
学
習
係

☎（
２３
）２
１
１
５

平
成
２４
年
成
人
式

二
十
歳
の
門
出
を
祝
う

新成人の代表者と
して、①八島静香
さん（喜多方地区）、
②芥川祐太朗さん
（熱塩加納地区）、
③辰野彩華さん（塩
川地区）、④北上美
幸さん（山都地区）、
⑤武藤雄平さん（高
郷地区）のそれぞ
れ５人に成人証書
が手渡されました。

問問

①

②

③ ④ ⑤
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山口みなみさん
（喜多方地区）
Ｕターンで都会
から帰ってきた
若者が働ける場
を増やしてほし
い

齋藤香保里さん
（喜多方地区）
人が嫌がること
を自ら進んで出
来る人間になり
たい

横澤勲行さん
（熱塩加納地区）
住みやすく、若
者を引き寄せる
ものをつくって
ほしい

安部政幸さん
（山都地区）
大人としての自
分の行動に責
任をもちます

江原彩莉さん
（高郷地区）
成人としての責
任を持ち、社会
に貢献できる仕
事に就きたい

加藤有策さん
（塩川地区）
誠実でありたい

▲小学生からのお祝いメッセージ

【新成人の主張】左から、江花知朗さん（塩川地区）は社会の一員としての自覚と故郷への熱い思いを、
金田舞衣さん（喜多方地区）は仕事上での人との関わり合いを通して学んだことと目標を、福田将太さん
（喜多方地区）は消防士としての目標をそれぞれ堂々と発表しました。

▲小学生からの花束贈呈 【二十歳の誓い】
佐藤　健さん（喜多方地区）

～喜多方市に望むこと
　　　　　　　　 成人になっての抱負・決意～
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都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
と
は
、
都
市
計

画
法
第
１８
条
の
２
に
位
置
づ
け
ら
れ
た

「
都
市
計
画
に
関
す
る
基
本
的
な
方
針
」

の
こ
と
で
、
お
お
む
ね
２０
年
後
の
将
来
都

市
像
の
実
現
に
向
け
た
、
基
本
的
な
方
針

を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
す
。

市
で
は
、
こ
れ
ま
で
に
、
住
民
ア
ン
ケ

ー
ト
や
地
区
懇
談
会
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ

ン
ト
な
ど
を
通
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
の
意

見
を
取
り
入
れ
な
が
ら
検
討
を
重
ね
、
昨

年
２
月
に
「
喜
多
方
市
都
市
マ
ス
タ
ー
プ

を
策
定
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概

つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
は
、
喜
多
方
市

計
画
に
お
け
る
「
豊
か
で
元
気
な
農

と
活
力
あ
る
生
活
・
観
光
都
市
〜
人

然
が
共
生
し

水
と
緑
に
輝
く
ま
ち

り
〜
」
を
将
来
都
市
像
と
し
、「
市

体
」、「
交
流
と
連
携
」、「
自
然
と
の

を
基
本
理
念
と
し
ま
す
。

計
画
の
計
画
期
間
は
、
お
お
む
ね
２０

と
し
、
目
標
年
次
は
平
成
４２
年（
西

０
３
０
年
）と
し
ま
す
。

■
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
策
定

ス
タ
ー
プ

市
づ
く
り
の
基
本
理
念

く
り
の
基

画
達
成
目
標
年
次

成
目
標
年

年年
１２
月

ラ
ン
」

要要
に
つ

都
市

総総
合
計

山山
村
と

と
自
然

づ
く
り

民
主
体

共共
生
」

本
計

年
間
と

暦
２
０

■■
都
市

■■
計
画

■　都市づくりの基本目標
○まち（水・緑・歴史）がきらめく、緑・歴史）がきらめく、
【観光・交流流】のまちの形成

○元気で活力力のみなぎる、
　【産業】  のまちの形成

○快適でうるるおいのある、
　【定住】でききるまちの形成

○市民とみんんなでつくる、
　【協働】のままちの形成

喜
多
方
市
都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

を
策
定
し
ま
し
た
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産
業
の
振
興
を
図
り
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ

が
有
機
的
に
結
び
つ
い
た
特
色
あ
る
産
業

構
造
の
形
成
を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
若
年

層
の
域
外
流
出
抑
制
や
活
力
あ
る
地
域
を

創
造
す
る
た
め
、
就
業
の
場
の
確
保
を
図

り
ま
す
。

⑤
公
共
施
設
等
整
備
方
針

市
町
村
合
併
に
よ
る
市
域
の
拡
大
、
少

子
高
齢
化
や
高
度
情
報
化
な
ど
近
年
の
社

会
情
勢
に
対
応
し
た
公
共
施
設
な
ど
の
整

備
を
図
り
ま
す
。
施
設
の
整
備
に
当
た
っ

て
は
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン（
※
）に

基
づ
い
て
整
備
し
ま
す
。
ま
た
、
災
害
に

強
い
ま
ち
づ
く
り
の
た
め
に
防
災
体
制
を

強
化
し
ま
す
。

【
実
現
化
の
方
針
】

①
都
市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
よ
る
効

率
的
な
運
用

○
都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン（
※
）

と
の
整
合

○
都
市
計
画
法
に
よ
る
整
備
・
運
用

○
市
街
地
の
一
体
的
な
整
備

○
多
様
な
事
業
手
法
の
活
用

②
ま
ち
づ
く
り
の
役
割
分
担

○
住
民
主
導
の
ま
ち
づ
く
り

○
住
民
意
見
の
反
映

○
都
市
計
画
の
提
案
制
度
の
活
用

○
関
係
機
関
と
の
連
絡･
調
整

③
段
階
的
な
整
備

と
し
て
指
定
さ
れ
て
い
る
喜
多
方
地
域
お

よ
び
塩
川
地
域
に
、
主
に
熱
塩
加
納
地
域

の
平
坦
部
を
新
た
な
都
市
計
画
区
域
と
し

て
拡
大
す
る
方
針
と
し
ま
す
。

【
各
分
野
に
お
け
る
整
備
方
針
】

①
居
住
環
境
整
備
方
針

周
囲
の
山
並
み
や
田
園
地
帯
と
調
和
す

る
喜
多
方
の
風
土
に
あ
っ
た
住
宅
地
の
形

成
を
め
ざ
し
ま
す
。
ま
た
、
隣
接
建
物
と

の
調
和
や
道
路
沿
い
の
緑
化
な
ど
に
努
め

美
し
い
ま
ち
並
み
形
成
を
図
り
ま
す
。

②
都
市
環
境
・
都
市
景
観
整
備
方
針

公
園
、
緑
地
、
下
水
道
な
ど
の
都
市
施

設
を
計
画
的
に
配
置
し
都
市
機
能
の
向
上

を
図
り
ま
す
。
ま
た
、
蔵
の
ま
ち
並
み
や

自
然
景
観
を
保
全
し
、
住
む
人
に
う
る
お

い
を
与
え
る
都
市
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

③
道
路
・
交
通
整
備
方
針

環
状
道
路
や
シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド（
※
）、

放
射
状
に
配
置
さ
れ
た
広
域
幹
線
道
路
の

組
み
合
わ
せ
に
よ
り
、
都
市
部
と
周
辺
部

を
結
ぶ
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
構
築
を
図

り
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
ら
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
を
補
完
す
る
生
活
道
路
の
整
備
を
進
め

ま
す
。
長
期
未
着
手
都
市
計
画
道
路
に
つ

い
て
は
、
廃
止
な
ど
も
含
め
適
切
に
見
直

し
を
図
る
こ
と
と
し
ま
す
。

④
産
業
基
盤
整
備
方
針

農
業
、
商
業
、
工
業
、
観
光
な
ど
の
各

①
地
域
が
一
体
と
な
っ
た
喜
多
方
の
新
た

な
魅
力
づ
く
り

↓
市
全
域
を
対
象
と
し
た
整
備
、
開
発
お

よ
び
保
全
の
方
針
を
策
定

②
自
然
環
境
・
景
観
の
保
全
と
活
用

↓
市
全
域
を
見
据
え
た
望
ま
し
い
土
地
利

用
の
た
め
の
枠
組
み
づ
く
り
と
都
市
計

画
区
域
の
再
編

③
地
域
連
携
の
強
化
と
市
民
生
活
の
利
便

性
向
上

↓
道
路
お
よ
び
公
共
交
通
の
機
能
の
充

実
・
強
化

④
特
色
あ
る
産
業
の
振
興
と
産
業
活
動
基

盤
の
整
備

↓
産
業
活
動
基
盤
の
整
備
や
ア
ク
セ
ス
条

件
お
よ
び
循
環
し
や
す
い
交
通
利
便
性

の
向
上

⑤
少
子
高
齢
化
・
人
口
減
少
社
会
へ
の
対

応
と
快
適
な
都
市
構
造
の
形
成

↓
利
便
性
が
高
く
効
果
的
・
効
率
的
な
都

市
構
造
と
都
市
間
機
能
連
携

会
津
縦
貫
北
道
路
の
整
備
や
国
道
１
２

１
号
大
峠
道
路
の
全
線
開
通
に
よ
り
、
道

路
機
能
が
高
ま
る
こ
と
か
ら
、
喜
多
方
中

心
部
を
核
と
し
て
塩
川
、
熱
塩
加
納
を
結

ぶ
都
市
軸
の
形
成
が
進
む
と
考
え
ら
れ
ま

す
。
そ
の
た
め
、
現
在
、
都
市
計
画
区
域

■
都
市
づ
く
り
の
基
本
的
方
向

く
り
の
基

■
新
た
な
都
市
計
画
区
域
設
定

都
市
計

■
都
市
づ
く
り
の
整
備
構
想

く
り
の
整

■
実
現
化
に
向
け
て

に
向
け

○
住
民
と
の
合
意
形
成
の
尊
重

○
段
階
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
よ
る
整
備

○
経
済
社
会
変
化
へ
の
弾
力
性

【
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り
】

今
後
の
地
域
に
お
け
る
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て
は
、
市
民
自
ら
が
地
域
の
課
題
や

将
来
を
話
し
合
い
、
地
域
づ
く
り
の
構
想

を
議
論
し
合
意
形
成
を
図
り
な
が
ら
、
行

政
と
と
も
に
そ
の
実
現
を
担
っ
て
い
く
こ

と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

※
〔
用
語
の
解
説
〕

シ
ン
ボ
ル
ロ
ー
ド
…
そ
の
都
市
を
イ
メ
ー

ジ
さ
せ
る
中
心
的
「
象
徴
」
と
な
る
道
路
。

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
…
年
齢
、性
別
、

障
が
い
の
あ
る
な
し
に
関
係
な
く
、
す
べ

て
の
人
が
使
い
こ
な
す
こ
と
の
で
き
る
製

品
や
環
境
な
ど
の
デ
ザ
イ
ン
手
法
。

都
市
計
画
区
域
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
…
都
市

計
画
法
に
よ
り
規
定
さ
れ
た
総
合
計
画
。

福
島
県
が
都
市
計
画
区
域
ご
と
に
定
め
る
。

都
市
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
の
詳
細
に
つ
い

て
は
、
ま
ち
づ
く
り
課
お
よ
び
各
総
合
支

所
建
設
課
に
備
え
付
け
て
あ
り
ま
す
の
で

ご
覧
く
だ
さ
い
。
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も

掲
載
し
て
い
ま
す
。

ま
ち
づ
く
り
課
都
市
計
画
係

☎（
２４
）５
２
４
１
、
Ｆ
Ａ
Ｘ（
２５
）７
０
７

３
、

Ｅ

メ

ー

ルm
achizukuri@

city.

kitakata.fukushim
a.jp

問問
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４
月
２１
日（
土
）に
押
切
川
公
園
ス
ポ
ー

ツ
広
場
を
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
に
開
か
れ

る
「
蔵
の
ま
ち
喜
多
方
桜
ウ
ォ
ー
ク
２
０

１
２
」
で
は
、
参
加
者
の
皆
さ
ん
に
、
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
以
外
で
も
満
足
い
た
だ
け
る

「
喜
多
方
流
お
も
て
な
し
」
を
予
定
し
て

い
ま
す
。
例
年
、
喜
多
方
ラ
ー
メ
ン
、
な

め
こ
汁
な
ど
の
振
る
舞
い
や
地
元
産
品
の

販
売
の
ほ
か
、
祭
ば
や
し
、
よ
さ
こ
い
の

演
技
な
ど
を
披
露
し
て
い
ま
す
。

春
の
喜
多
方
を
代
表
す
る
イ
ベ
ン
ト
を

市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
盛
り
上
げ
参
加

生涯学習の広場
いってみよう！みてみよう！やってみよう！

桜
ウ

出
店

！！

者
を
歓
迎
し
ま
す
の
で
、
当
日
に
出
店
・

出
演
い
た
だ
け
る
方（
団
体
）を
募
集
し
ま

す
。

◆
出
店

○
個
人
・
団
体
を
問
い
ま
せ
ん
が
、
地
元

特
産
品
な
ど
の
無
償
提
供
ま
た
は
販
売
と

し
、
喜
多
方
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る

も
の

○
出
店
ス
ペ
ー
ス
は
、
テ
ン
ト
１
張
り
、

ま
た
は
そ
の
半
分

○
出
店
数
は
、
２
〜
３
店
を
予
定（
応
募

者
多
数
の
場
合
は
、実
行
委
員
会
で
選
考
）

○
提
供（
販
売
）方
法
や
場
所
な
ど
は
、

ど
は

事
務
局
と
の
協
議
の
う
え
決
定
しし
ま
す

◆
出
演

○
個
人
、
団
体
を
問
い
ま
せ
ん
が
、
喜
多

方
の
魅
力
を
ア
ピ
ー
ル
で
き
る
内
容
の
も

の○
場
所
は
、
開
会
式
前
の
ス
ポ
ー
ツ
広
場

や
ゴ
ー
ル
後
の
「
お
も
て
な
し
会
場（
薬

草
園
内
）」
特
設
ス
テ
ー
ジ（
約
１０
㍍
×
約

３
㍍
）で
の
演
技
な
ど

○
出
演
数
は
、
２
〜
３
団
体（
人
）を
予
定

し
ま
す（
応
募
者
多
数
の
場
合
は
、
実
行

委
員
会
で
選
考
）

《
募
集
内
容
》

○
演
技
内
容
な
ど
は
、
事
務
局
と
協
議
の

う
え
決
定

◆
申
し
込
み

出
店
・
出
演
と
も
に
、
生
涯
学
習
課
ま

た
は
各
総
合
支
所
教
育
課
に
備
え
付
け
の

所
定
の
申
込
用
紙
に
記
入
の
う
え
、
２
月

２４
日（
金
）ま
で
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
の
参
加
者
募
集
に
つ
い

て
は
、
広
報
き
た
か
た
３
月
号
で
お
知
ら

せ
し
ま
す
。

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係
内

（
桜
ウ
ォ
ー
ク
実
行
委
員
会
事
務
局
）

☎（
２３
）２
１
１
６

◆
日
時

２
月
２６
日（
日
）

【
開
会
式
】
午
前
８
時
４５
分

【
競
技
開
始
】
午
前
９
時

◆
会
場

押
切
川
公
園
体
育
館

◆
参
加
資
格

市
内
に
居
住
す
る
社
会
人

お
よ
び
小
中
学
生

◆
競
技
種
目

○
個
人
戦
…
年
齢
男
女
別
に
よ
り
１５
部

門○
団
体
戦
…
一
般
男
女
混
合
、中
学
男
子
、

中
学
女
子

◆
参
加
費

無
料

◆
申
し
込
み

２
月
１７
日（
金
）ま
で
、
所

定
の
申
込
書
に
よ
り
、
市
体
育
協
会
事
務

局
へ
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

※
申
込
書
は
喜
多
方
市
体
育
協
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

㈶
喜
多
方
市
体
育
協
会
事
務
局

☎（
２３
）０
７
７
１

問問

問問

申申

申申

＜出店の様子＞

第
４５

民
卓
球
大
会

回
喜
多
方方
市
民

＜出演の様子＞
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ア
メ
リ
カ
メ
ジ
ャ
ー
リ
ー
グ
の
シ
ア
ト

ル
マ
リ
ナ
ー
ズ
・
イ
チ
ロ
ー
選
手
の
専
属

打
撃
投
手
や
、中
学
硬
式
野
球
チ
ー
ム（
宝

塚
ボ
ー
イ
ズ
）の
指
導
者
と
し
て
の
様
々

な
経
験
な
ど
を
通
じ
、
夢
や
目
標
に
向
け

て
の
心
の
持
ち
方
さ
ら
に
、
野
球
の
楽
し

さ
、
素
晴
ら
し
さ
を
伝
え
て
い
た
だ
き
ま

す
。ま

た
、
楽
天
イ
ー
グ
ル
ス
・
田
中
将
大

選
手
、
聖
光
学
院
・
歳
内
宏
明
選
手
は
、

宝
塚
ボ
ー
イ
ズ
所
属
時
の
教
え
子
で
あ

り
、
プ
ロ
野
球
選
手
な
ど
が
ど
の
よ
う
な

考
え
た
方
を
し
て
、
日
々
ど
の
よ
う
な
行

動
を
し
て
い
た
か
、
実
体
験
を
交
え
た
講

演
会
を
開
催
し
ま
す
。

◆
日
時

３
月
２０
日（
火
・
春
分
の
日
）午

前
１０
時
３０
分
〜
正
午

◆
会
場

押
切
川
公
園
体
育
館
サ
ブ
ア
リ

ー
ナ

◆
演
題

「
イ
チ
ロ
ー
・
田
中
将
大
と
の

出
会
い
を
通
じ
て
」

◆
対
象

小
・
中
学
生（
小
中
学
生
を
対

象
と
し
た
内
容
で
す
が
、
保
護
者
の
方
な

ど
の
参
加
も
可
能
で
す
）

◆
そ
の
他

入
場
無
料

【
講
師
紹
介
】

１
９
７
２
年
兵
庫
県
尼
崎
市
生
ま
れ
。

高
校
卒
業
後
、１
９
９
３
年
オ
リ
ッ
ク
ス
・

ブ
ル
ー
ウ
ェ
ー
ブ
に
テ
ス
ト
入
団
。
翌
年

に
は
、
現
シ
ア
ト
ル
マ
リ
ナ
ー
ズ
の
イ
チ

ロ
ー
選
手
の
専
属
打
撃
投
手
を
務
め
、「
イ

チ
ロ
ー
の
恋
人
」
と
し
て
一
躍
マ
ス
コ
ミ

に
紹
介
さ
れ
話
題
の
人
と
な
る
。

そ
の
傍
ら
、
自
身
も
現
役
選
手
に
な
る

「
夢
」
に
向
か
い
、
幾
度
も
入
団
テ
ス
ト

の
挑
戦
を
行
っ
た
が
叶
わ
ず
、
１
９
９
６

年
に
自
ら
ユ
ニ
フ
ォ
ー
ム
を
脱
ぐ
。

そ
の
後
、
中
学
硬
式
野
球
チ
ー
ム（
宝

塚
ボ
ー
イ
ズ
）を
結
成
し
、
自
ら
監
督
に
。

２
０
０
８
年
に
は
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ベ
ー
ス
ボ

ー
ル
ス
ピ
リ
ッ
ツ
を
設
立
。

生
涯
学
習
課
ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

☎（
２３
）２
１
１
６

松
山
公
民
館
の
多
目
的
ホ
ー
ル
が
新
築

さ
れ
、
本
年
３
月
完
成
予
定
で
す
。

地
域
の
皆
さ
ん
に
親
し
み
や
す
い
施
設

と
な
る
よ
う
愛
称
を
募
集
し
ま
す
。

◆
募
集
内
容

松
山
公
民
館
多
目
的
ホ
ー

ル
の
愛
称

◆
応
募
方
法

応
募
用
紙
ま
た
は
「
愛

称
」、「
応
募
者
の
氏
名
、
住
所
、
電
話
番

目
的
ホ
ー
ル

松
山
公
民
館

多多
目

愛  

称  

募  

集集

田
中
将
大
を
育
て
た
男
」

「
イ
チ
ロ
ー
の
原
点
を
知
る
男男
」「
田

奥
村
幸
治
氏

講
演
会会

 

の
出
会
い
を
通
じ
て
〜

〜
イ
チ
ロ
ー
・
田
中
将
大大
と
の奥

村
幸
治（
お
く
む
ら

こ
う
じ
）

問問

号
」
を
記
載
し
た
任
意
様
式
に
よ
り
、
松

山
公
民
館
へ
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
・
フ
ァ
ッ
ク
ス
可

◆
募
集
締
め
切
り

２
月
２０
日（
月
）《
必

着
》

◆
応
募
先

松
山
公
民
館

〒
９
６
６

－

０
９
０
２
喜
多
方
市
松
山
町
村
松
字
桜
清

水
１
９
７
４
、
Ｆ
Ａ
Ｘ（
２２
）０
６
４
４

◆
そ
の
他

応
募
は
１
人
１
点
ま
で
と
し

ま
す
。

松
山
公
民
館

☎（
２２
）０
６
４
４

喜多方市人づくりの指針

「なかよく たくましく 生きる」は、児童・生徒がめざす姿

です。毎日の生活に積極的に生かし、充実した生活を送

りましょう。

問問

申
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み
な
さ
ん

 

ち
ゃ
ん
と
眠
れ
て
る
？

自
殺
の
原
因
動
機
で
最
も
多
い
の
は
健

康
問
題
で
す
。
そ
の
中
で
も
「
病
気
の
悩

み
・
影
響
」
が
最
も
多
く
、
そ
の
健
康
問

題
か
ら
う
つ
病
へ
つ
な
が
る
こ
と
が
あ
り

ま
す
。「
う
つ
」
の
症
状
で
気
づ
き
や
す

い
の
は
「
不
眠
」
で
あ
り
、
２
週
間
以
上

続
く
「
不
眠
」
に
気
づ
く
こ
と
で
、
う
つ

病
の
早
期
発
見
・
早
期
治
療
へ
つ
な
が
り

ま
す
。

そ
の
た
め
、
本
市
で
は
今
年
度
か
ら
、

こ
の
「
不
眠
」
に
着
目
し
た
「
睡
眠
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

キ
ー
ワ
ー
ド
①
「
ち
ゃ
ん
と
眠
れ
て
る
？
」

キ
ー
ワ
ー
ド
②
「
疲
れ
て
い
る
の
に
２
週

間
以
上
眠
れ
な
い
日
が
続
い
て
い
る
方
は

お
医
者
さ
ん
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
」

１
つ
目
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
睡
眠
障
害
が

な
い
か
具
体
的
な
例
を
出
し
、
不
眠
に
気

づ
き
の
視
点
を
入
れ
ま
す
。

２
つ
目
の
キ
ー
ワ
ー
ド
で
、
医
療
機
関

を
受
診
す
る
こ
と
で
う
つ
病
か
ら
く
る
不

眠
か
否
か
を
発
見
し
早
期
治
療
へ
と
つ
な

げ
て
い
き
ま
す
。

さ
ら
に
、「
睡
眠
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
の

一
環
と
し
て
、『
睡
眠
に
ま
つ
わ
る
健
康

標
語
』
を
募
集
し
ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ

ん
に
睡
眠
に
つ
い
て
の
関
心
と
理
解
を
深

め
て
も
ら
う
と
と
も
に
、
こ
こ
ろ
の
健
康

づ
く
り
の
推
進
を
図
る
た
め
に
行
い
ま
し

た
。昨
年
の
７
〜
８
月
に
か
け
て
募
集
し
、

５
７
６
点
の
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

そ
の
中
か
ら
最
優
秀
賞
１
点
、
優
秀
賞
２

点
、
入
選
３
点
が
選
ば
れ
、
市
民
健
康
福

祉
祭
の
際
に
表
彰
し
ま
し
た
。
応
募
し
て

く
だ
さ
っ
た
皆
さ
ん
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

〈
睡
眠
は
大
切
！
〉

睡
眠
は
健
康
の
基
本
で
す
。

不
眠
に
な
る
と
、
仕
事
や
日

常
生
活
、
身
体
、
こ
こ
ろ
に

影
響
し
ま
す
。
睡
眠
は
、
身

体
を
休
め
る
だ
け
で
な
く
、

起
き
て
い
る
間
フ
ル
回
転
し

て
い
る
脳
を
休
め
、
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
さ
せ

ま
す
。
睡
眠
時
間
は
長
短
よ
り
も
、
日
中

の
活
動
に
悪
影
響
が
出
な
い
か
ど
う
か
が

大
事
で
す
。
自
分
に
あ
っ
た
睡
眠
時
間
が

あ
り
８
時
間
に
こ
だ
わ
り
ま
せ
ん
が
、
お

お
む
ね
７
〜
８
時
間
が
日
本
人
の
望
ま
し

い
睡
眠
時
間
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
快
適
な
睡
眠
の
７
カ
条
〉

①
快
適
な
睡
眠
で
い
き
い
き
健
康
生
活

②
睡
眠
は
人
そ
れ
ぞ
れ
、
日
中
元
気
は
つ

ら
つ
が
快
適
な
睡
眠
の
バ
ロ
メ
ー
タ
ー

③
快
適
な
睡
眠
は
自
ら
創
り
出
す

④
眠
る
前
に
自
分
な
り
の
リ
ラ
ッ
ク
ス

法
、
眠
ろ
う
と
す
る
意
気
込
み
が
頭
を
冴

え
さ
せ
る

⑤
目
が
覚
め
た
ら
日
光
を
取
り
入
れ
て
、

体
内
時
計
を
ス
イ
ッ
チ
オ
ン

⑥
午
後
の
眠
気
を
や
り
す
ご
す

⑦
睡
眠
障
害
は
、
専
門
家
に
相
談

「
睡
眠
は
疲
労
回
復
の
最
後
の
砦
」
と

と
ら
え
、
質
の
高
い
睡
眠
を
と
っ
て
、
こ

こ
ろ
と
身
体
を
い
き
い
き
と
保
ち
ま
し
ょ

う
！保

健
課
健
康
係

☎（
２４
）５
２
２
３

問問

〈こんな睡眠の症状で悩んでいませんか？〉

■　寝つきが悪い（眠るまでに30分～１時間以上

　　かかる）

■　夜中に何回も目が覚める

■　朝早くに目覚めてしまう

■　ぐっすり寝たという感じがない

〜
疲
れ
て
い
る
の
に
2
週
間
以
上
眠
れ
な
い
日
が
続
い

て
い
る
方
は
、
お
医
者
さ
ん
に
相
談
し
ま
し
ょ
う
〜

よ
く
ね
る
と

が
ん
ば
る

ち
か
ら
が

わ
い
て
く
る
!!

睡
眠
に
ま
つ
わ
る
健
康
標
語

最
優
秀
賞

武
藤

凱
さ
ん

お
父
さ
ん
、
ち
ゃ
ん
と

眠
れ
て
る
？

（イラスト：「ツレがうつになりまして」著者 細川貂々）
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栄養士の

知って役立つ  健康レシピ
《  会津の郷土食 ②  》

　会津は米と水と空気に恵まれた全国屈指の酒の醸
造地です。そのため酒粕の入手は容易で、粕を使っ
た料理が数多くあります。
　粕煮には、具材の主役として鮭の頭といもの茎（い
もがら、ずいき）がよく使われています。
　ここに酒粕のアルコールと香りが加わり、おいし
い冬の温め食となります。

【材　料】（作りやすい量）【材 料】（作りやすい量【材　料】（作りやすい量）
新巻鮭の頭 1匹分、大根200㌘、人参1/2本新巻鮭の頭 1匹分、大根200㌘、人参1/2本
ごぼう1/2本、里いも　中４個、いもの茎2本ごごぼう1/2本、里いも 中４個、いもの茎2本ごぼう1/2本、里いも　中４個、いもの茎2本
打豆20㌘、昆布1/2本〔調味料〕酒粕200㌘、し打豆20㌘、昆布1/2本〔調味料〕酒粕200㌘、し打豆20㌘、昆布1/2本〔調味料〕酒粕200㌘、し
ょうゆ小さじ１、みりん　大さじ２ょうゆ小さじ１、みりん　大さじ２
【作り方】【作り方】
①　新巻鮭の頭は、適当な大きさに切って２度①　新巻鮭の頭は、適当な大きさに切って２度

るなるるほど煮こぼし、たっぷりの水で軟らかくなるるほど煮こぼし、たっぷりの水で軟らかくなほど煮こぼし、たっぷりの水で軟らかくなる
まで煮る。まで煮る。

②　大根、人参、ごぼうは皮をむいて乱切りに②　大根、人参、ごぼうは皮をむいて乱切りに
する。する。

③　里いもは皮をむいてひと口大に切り、塩を③　里いもは皮をむいてひと口大に切り、塩を
ふってもみ、洗って水気を切る。ふってもみ、洗って水気を切る。

④　いもの茎は、水洗いして2㌢くらいに切る。④④ いもの茎は、水洗いして2㌢くらいに切る。。④ いもの茎は 水洗いして2㌢くらいに切④　いもの茎は、水洗いして2㌢くらいに切る。
⑤　昆布は戻して1㌢幅に切る。⑤ 昆布は戻して ㌢幅に切⑤　昆布は戻して1㌢幅に切る。
⑥　②～⑤をひたひたの水で、軟らかくなるま⑥　②～⑤をひたひたの水で、軟らかくなるま
で煮て、①を入れて打豆を加える。で煮て、①を入れて打豆を加える。

う⑦　具がやわらかくなったら粕を入れ、しょう⑦　具がやわらかくなったら粕を入れ、しょう
んで味を整えるんでんんゆ、みりんで味を整える。ゆ、みりんで味を整える。

＊＊ 粕　　煮 ＊＊今月の
メニュ

ー

いのちの電話震災フリーダイヤル
　大震災等に遭遇して苦難を強いられている方々の
心を支えるための電話相談です。つらいことや不安
な気持ちを話してみませんか?

【相談時間】毎日　午後1時～8時
※ただし毎月10日を除きます。

【フリーダイヤル】☎0120－556－189
※岩手、宮城、福島、茨城4県の地域内無料
（固定電話、携帯電話とも）

 福島いのちの電話事務局☎024(536)0032

こころの健康相談ダイヤル

■眠れない ■食べられない ■物事が手につかない

　このようなことが2週間以上続き、日常生活に支
障をきたすようなときは、医療機関での治療が必要
な場合があります。まずは電話でご相談ください。

【相談時間】平日　午前9時～午後5時

【ナビダイヤル】☎0570－064－556

福島県精神保健福祉センター☎024(535)3556

問 問

問 問

こころの健康相談
最近「眠れていないな…」「ストレスを感

じているな…」「何もする気がおきないな…」
「仕事が不安だな…」などでお悩みの方、ま
たはその家族の方、この機会に専門の先生
に相談してみませんか？
　精神科医師と臨床心理士が相談に応じま
す。秘密は厳守しますのでお気軽にお申し
込みください。

【日　　  時】３月５日（月）
　　　　　　 午後1時15分～3時30分

【場　　  所】喜多方市保健センター　1階
【相　談　員】精神科医師
　　　　　　 臨床心理士
　　　　　　 ※精神科医師、臨床心理士の
　　　　　　 どちらかを選択

【費　　  用】無料
【相 談 時 間】1人あたり30分程度（個別相談）
【申込締切日】2月10日（金）までお申し込みく
ださい。※予約制です。必ず電話でお申し
込みください。
申 保健課健康係 ☎(24)5223問 問申 申

　　鮭の頭がないときは鮭の切り身を使ったり、里い
もをじゃがいもに変えたり、お好きな具材にして寒
い冬の食卓にいかがでしょうか。

ワンポイント


